
「よそ者」との共創による地域活性化への取り組み

取り組み年表
●地域独自の取り組み

海士町の地方創生への取組み
2000年頃の海士町では住民の島外流出が止まらず、少子
高齢化、高校廃校の危機等の課題に直面していました。
島の生き残りをかけて改革が進められ、「ないものはな
い」、高校魅力化プロジェクト、大人の島留学生などの海
士町独自の取り組みを通じて、町のアイデンティティが確
立され、移住者の増加に繋がりました。今後の持続可能な
社会の実現に向けて、世界レベルの視野を持ち、地域の
課題解決を担える「グローカル人材」育成の必要性が認識
され始め、島前高校の「教育魅力化プログラム」の中で人
材育成に取り組んでいました。

JICAとの連携
海士町が海外との連携を志向する中でJICAとの連携を模
索し、2015年頃からJICAの研修員受入事業や、職員の出
向による人事交流が開始され、2018年にJICAと海士町の
連携協定が締結されました。
途上国研修員の受入れでは、海士町の地域振興の取り組
みや教育魅力化、観光分野の知見を提供すると共に、小
学校の総合的な学習の時間に学校訪問を実施し、途上国
研修員と子どもたちの交流の機会を持っています。

ブータンとの連携
海士町が掲げる「ないものはない」のコンセプトと、ブー
タンのGross National Happinessは親和性が高く、ブータ
ンとの連携を模索し始めました。「教育魅力化プロジェク
ト」における地域課題解決学習（PBL）をブータンに導入し、
草の根技術協力事業を通して、自ら考えて地域の課題解
決を図る資質・能力を育成するブータン版PBLの成功モデ
ルづくりを目指しています。島前高校とブータンの高校生
の交流を通じて共創共学で高め合うため、年3回の現地渡
航の内、1回は高校生を派遣し、探求学習の中間成果を発
表し合い議論を行ないました。JICAの事業に現役の高校
生が関わる珍しい取り組みとなっています。

協力隊経験者等の「よそ者」との交流
2020年からは、JICAグローカルプログラム生（GP生）の受
入れも実施しており、地域コミュニティに入り、課題解決型
の活動を展開しています。出前講座や国際協力写真展の
実施など、島に移住した協力隊経験者を巻き込んだ活動
も行なわれています。JICA事業を通じて、海士町を訪れる
「よそ者」が増え、「よそ者」との交流が海士町のアイデンテ
ィティを強化し、町民の意識をさらに高め、グローカル人
材の育成や地域のさらなる魅力化に繋がっています。

2022- GP実習生の受入れ

「ないものはない」のキャッチフレーズや「高校魅力化プロジェクト」等、地方創生に向けた様々な取り組みで有名な海士町。JICA事業
を通じて、海士町の取り組みを学びに、様々な途上国から研修員が訪れています。また、海士町で長年取り組んでいる課題解決型の
探求学習を通じて、ブータンの教育魅力化にも取り組んでいます。グローカルプログラム（GP）実習生として派遣前の協力隊訓練生
の受入れも行っています。これらの「よそ者」との交流が海士町のグローカル人材の育成と、地域のさらなる魅力化に繋がっています。
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草の根技術協力事業協力隊派遣前訓練

長い時間をかけた価値観の共有： 「外部との交流の
機会」を重視し、途上国の研修員受入事業を交流の機会
として捉え、自らの学びへの相乗効果が期待されます。

役場と地域の連携： 海士町が出資した経済モデルな
ど、役場が中心となり地域全体を底上げしていく取組み
を進めてきたため、JICAと役場の連携が地域との連携に
繋がりやすい状況でした。

知名度の向上
海外からの研修員を受け入れることで「開けた土地」とし
てのイメージに繋がり、対外的なブランディングになって
います。

新たな人の流れと地方創生
海士町における地方創生の長年の取り組みから人口減
少に歯止めがかかってきています。JICAとの連携は、これ
までとは異なる繋がりをもたらしており、新たな人の流れ
を作っています。

地域コミュニティの活性化・人づくり
途上国研修員との交流が地域住民の意識の変化にも繋
がり、将来的なインバウンド需要への対応力向上が期待
されます。GP実習生という外部の視点からコミュニティ資
源再生に取り組むだけでなく、GP実習生との交流が島留
学生への刺激になっています。

地域のアイデンティティの再認識
20年近い取り組みの中で海士の特殊性「ないものはな
い」を確立してきましたが、JICAとの連携は、この特殊性
を高め、島民の主体性の育成に役立っています。

国際対応力強化・多文化共生の推進
海士町の国際活動を通じて、町民の海外への関心が高ま
っており、研修員受入れ時のホームステイへの問合せが
増えています。

地域人材の育成
「海士町創生総合戦略」の中で「魅力ある人」を育てるた
めに「国際交流を通じた相互の人材育成」が位置づけら
れています。途上国からの研修員の受入れが地域人材を
育てる機会として認識されています。
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草の根技術協力事業の現場に
高校生を派遣、本邦研修で
ブータン研修生が海士へ
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